


























































●住民（各種団体）参加の報告討論会
●地域ケア会議
●介護予防サポーター養成講座　　等















●採れた野菜を使って料理教室

●料理教室で作った食事をサロンに提供





































◆ボランティアの風景
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●介入する地域の優先課題と、その順位に市全体から納得を得た。

●介入対象となる地域住民に、なぜその地域から行う必要が高いのかを説得できた。

●住民主体の活動により、地元のキーパーソンを巻き込みながら事業が進められる

ようになった。





続いていくものなのでプロセス重視型が理想だが準備期間が長く、目途が立たない。

交流事業になるかどうかわからず、プロセス重視型は町に適さない。

続いていくものなのでプロセス重視型が理想だが準備期間が長く、目途が立たない。

交流事業になるかどうかわからず、プロセス重視型は町に適さない。

モデル型で開始し、プロセス重視型に移行する

「ハイブリット型」に事業計画が完成
平井寛：介護予防におけるポピュレーションアプローチの試み．地域リハ4（1）～（6），2009











9 時になりオープンすると参加される方々で

会場がいっぱいになりました。当日は、

スタッフ以外にも約１００名の参加があり

ました。

9 時になりオープンすると参加される方々で

会場がいっぱいになりました。当日は、

スタッフ以外にも約１００名の参加があり

ました。

第１回目のオープニングイベントとして

宅配弁当の試食会を行いました。

第１回目のオープニングイベントとして

宅配弁当の試食会を行いました。







●事業・プログラムを評価する際には、大きくは「アウトプット評価」「プロセス
評価」「効果評価」「費用対効果評価」の４つがある。
●以下のスライドでは、それらの具体例と当該評価に必要なデータセットを提示
する。

サロンの数や参加人数、参加率などの視点で、当該活動の投入量と実施した成果
（広がり）を評価するもの

社会階層などの特性やサロンまでの距離などの視点から、当初の意図していた人々が
当該の参加（利用）できているのかを評価するもの

参加者の健康状態などへの影響や、他の地域活動への波及的なものを含めて当該活動が
もらした効果を評価するもの

当該活動を行う経費を勘案して、得られた効果が経済的な観点からみて妥当である
のかを評価するもの


































